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原 案 作 成 者：一般財団法人日本船舶技術研究協会 

（〒107-0052  東京都港区赤坂 2-10-9  ラウンドクロス赤坂  TEL 03-5575-6425） 

審 議 部 会：日本産業標準調査会 標準第一部会（部会長 酒井 信介） 

 この規格についての意見又は質問は，上記原案作成者，国土交通省海事局 船舶産業課［〒100-8918 東京都千代田区

霞が関 2-1-3 TEL 03-5253-8111（代表）］又は経済産業省産業技術環境局 国際標準課［〒100-8901 東京都千代田区霞

が関 1-3-1 TEL 03-3501-1511（代表）］にご連絡ください。 

 なお，日本産業規格は，産業標準化法の規定によって，少なくとも 5 年を経過する日までに日本産業標準調査会の審

議に付され，速やかに，確認，改正又は廃止されます。 
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（部会長）   酒 井 信 介 横浜国立大学 

（委員） 秋 山   進 株式会社デンソー（公益社団法人自動車技術会） 

 安 部   泉 公益社団法人日本消費生活アドバイザー・コンサルタント・相談員協会

 市 川 直 樹 国立研究開発法人産業技術総合研究所 

 伊 藤   弘 国立研究開発法人建築研究所 

 大 瀧 雅 寛 お茶の水女子大学 

 奥 野 麻衣子 三菱 UFJ リサーチ&コンサルティング株式会社 

 木 村 一 弘 国立研究開発法人物質・材料研究機構 
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 佐 伯 誠 治 一般財団法人日本船舶技術研究協会 

 佐 伯   洋 一般社団法人日本鉄道車輌工業会 

 椎 名 武 夫 千葉大学 

 寺 家 克 昌 一般社団法人日本建材・住宅設備産業協会 

 千 葉 光 一 関西学院大学 
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 奈 良 広 一 長野計器株式会社 

 西 江 勇 二 一般財団法人研友社 

 久 田   真 東北大学 

 藤 本 浩 志 早稲田大学 

 星 川 安 之 公益財団法人共用品推進機構 

 棟 近 雅 彦 早稲田大学 

 村 垣 善 浩 東京女子医科大学 

 山 内 正 剛 国立研究開発法人量子科学技術研究開発機構放射線医学総合研究所 

 山 田 陽 滋 名古屋大学 

 和 迩 健 二 一般社団法人日本自動車工業会 
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著作権法により無断での複製，転載等は禁止されております。 

まえがき 

この規格は，産業標準化法第 16 条において準用する同法第 12 条第 1 項の規定に基づき，一般財団法人

日本船舶技術研究協会（JSTRA）から，産業標準原案を添えて日本産業規格を改正すべきとの申出があり，

日本産業標準調査会の審議を経て，国土交通大臣が改正した日本産業規格である。これによって，JIS F 

9005:2004 は改正され，この規格に置き換えられた。 

この規格は，著作権法で保護対象となっている著作物である。 

この規格の一部が，特許権，出願公開後の特許出願又は実用新案権に抵触する可能性があることに注意

を喚起する。国土交通大臣及び日本産業標準調査会は，このような特許権，出願公開後の特許出願及び実

用新案権に関わる確認について，責任はもたない。 
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日本産業規格          JIS 
 F 9005：2021 
 (ISO 22472：2016) 

航海情報記録装置の装備に関する指針 

Ships and marine technology- 

Guidelines for the operation and installation of voyage data recorder (VDR) 

 

序文 

この規格は，2016 年に第 2 版として発行された ISO 22472 を基に，技術的内容及び構成を変更すること

なく作成した日本産業規格である。 

なお，この規格で点線の下線を施してある参考事項は，対応国際規格にはない事項である。 

 

1 適用範囲 

この規格は，IMO Resolution MSC.333 (90):2012 及び IEC 61996-1:2013 に規定する航海情報記録装置

［Voyage Data Recorder（以下，VDR という。）］の装備に関する計画，設備，及び運用試験のための指針に

ついて規定する。この規格は，VDR の装備が予定されるときに，使用者，造船所，VDR の供給者及び／

又はセンサ製造業者間での技術的な合意のための主要な対象となる VDR と外部センサとの間のインタフ

ェースを扱う。また，性能試験及び再生装置の問題も同様に記載する。さらに，インタフェース及び装備

に関連する具体的な打合せ項目の詳細を紹介する。 

なお，この規格は，VDR 本体の性能・機能に関わる標準化を意図するものではない。 

また，既存の簡易形航海情報記録装置［Simplified VDR（以下，S-VDR という。）］の全体又は部分的な

交換が必要な場合に，この規格は，当該項目の装備のための IMO Resolution MSC.163 (78)及び IEC 61996-2

の要求事項に応じた指針を提供する。 

注記 1 この規格の規定において，IMO Resolution MSC.333 (90):2012 及び IEC 61996-1:2013 から引

用した全ての要件は，斜体で記載され，必要に応じて当該 IMO 性能基準及び IEC 規格の箇

条番号を括弧内に示す。 

注記 2 この規格の対応国際規格及びその対応の程度を表す記号を，次に示す。 

ISO 22472:2016，Ships and marine technology－Guidelines for the operation and installation of 

voyage data recorder (VDR)（IDT） 

なお，対応の程度を表す記号“IDT”は，ISO/IEC Guide 21-1 に基づき，“一致している”

ことを示す。 

 

2 引用規格 

次に掲げる規格は，この規格に引用されることによって，この規格の規定の一部を構成する。これらの

引用規格のうちで，西暦年を付記してあるものは，記載の年の版を適用し，その後の改正版（追補を含む。）

は適用しない。西暦年の付記がない引用規格は，その最新版（追補を含む。）を適用する。 

JIS F 0812 船舶の航海と無線通信機器及びシステム－一般要求事項－試験方法及び試験結果要件 


